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個人嗜好に応じた観光モデルルート自動作成システムの開発 
80131 倉田陽平 

 

 

 

 

 

 

     研究の背景      

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

     研究の流れ      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

個人の旅行の趣味に従って観光資源の魅力を評価し、その評価値や滞在時間その他の旅

行条件に応じて、利用者個別に最適な観光ルートを作成・案内するシステムを開発する。

研究の目的 

WWW 上で無秩序に

氾濫する観光情報 

旅行の個性化・個人化

利用者にあわ

せ情報を選別･

加工する技術

（情報フィル

タリング技術）

へのニーズ 

中心市街地活性化問題

都市観光（アーバンツ

ーリズム）への注目 

国内旅行マーケットの

｢安･近･短｣志向 

都市ならでは

の面的な観光

情報を案内し

たり分析した

りするデバイ

スの必要性  

+ 

情報サイド 都市サイド 

②個人嗜好に応じた観光資源の評価手法の検討 
利用者の旅行の趣味に合わせて観光資源を評価するにはどうしたらよいか？ 

③評価結果に基づく最適観光ルートの設計手法の検討 
評価の高い観光資源を効率よく回る観光ルートはどのようにしてつくればよいか？ 

④システムの設計・プログラミング 

⑤横浜の観光地データを用いた試行実験 

①旅行に関する嗜好の定量的把握手法の検討 
人間の旅行の趣味はどのようにすれば定量的に把握できるか？ 
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旅行に関する嗜好の定量的把握手法 

 人はなぜ旅行をするのか？    人間の観光行動決定プロセスに注目 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際のシステムでは･･･ 
 

 

 

 

 

 

 

 

自己拡大達成動機 

緊張解除の動機 

地域への理解を深める 
体験する 
新しい物事を知る 

良いものを見て，社会経験とする

有名所をおさえる 
同行者との親睦をはかる 

飲食したり買物をしたりする 
景色や風物を眺める 
休養したり健康の回復を図ったりする 
遊んだり体を動かしたりする 

社会的存在動機 

【観光動機】 【対応する観光目的】

利用者はどの観光

目的に対し、どの程

度のウエイトをお

いているか？ 

ＡＨＰによる 
ウエイトの算出 

旅行動機の

発生 

観光目的の 

選好の形成 

観光行動の

決定 

対応関係を整理し、

ツリー化する。 

今井省吾の旅行動機論 

緊張解除の動機 
社会的存在動機 
自己実現達成動機 

２つずつ項目を取り出し、どちらがどの程度好きかを判断させる。

これを全ての組み合わせについて行い、数的処理を施すと、各項目

に与えられるウエイトが定量的に(＝何％か)求まる。 

このように二つの観光目的（旅行動機）

を比較する質問を 15 問行う。 
利用者の嗜好の構成が求められる。 
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個人嗜好に応じた観光資源の評価手法 

観光目的ごとに 1対 1対応で評価項目を定め、各観光資源を 5段階評価する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

かけあわせたもの(重み付き線形和)を各観光資源の総合評価点とする 

 

 
 
 

仮想市場評価法（WTA）による『価値』の推定 

 

 

 

実際のシステムでは･･･ 

観光目的 評価項目 点 目安 
5 100 万人以上 

4 30 万人以上 

3 10 万人以上 

2 3 万人以上 

有名所を押
さえる 

年間入込
み客数 

1 以上に該当しない 

観光目的 人 p の与
える重み 対応する評価項目 資源 i

の得点 
遊んだり体を動かしたりする wp1 遊戯資源の存在 vi1 
休養したり健康の回復を図る wp2 休養・疲労可能性 vi2 

景色や風物を眺める wp3 景観・展望の好否 vi3 
飲食したり買物をしたりする wp4 観光客向け店舗数 vi4 

同行者との親睦をはかる wp5 対象とする人数 vi5 
有名所を押さえる wp6 年間入込み客数 vi6 

良いものを見て社会経験とする wp7 格付け vi7 
新しい物事を知る wp8 得られる情報量 vi8 

体験する wp9 活動メニュー vi9 
地域への理解を深める wp10 地域資源性 vi10 

(例) 

観光資源 iの個人 pにとっての総合評価点： ∑
=

⋅=
10

1k
ikpkip vwS

個人 p にとっての観光資源 i の価値： 5.158315.816 −×= ipip SU  (円) 
(R=0.73771)  

各段階別に評価の目安を
設け、なるべく客観性が
高まるように配慮した。 

利用者が各観光目的に対し
与えたウエイト（前頁で算出） 

評価項目ごとの

評価得点

前頁の個人データをもとに、総合

評価点を計算し、値の高い順に観

光資源を表示したところ（部分） 

ここでは「おすすめ度」として、 

総合評価を 100 点満点に換算した 

ものを表示している 
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評価結果に基づく最適観光ルートの設計 

 

 

 

 

問題の定式化 
 

 

 

 
 

 
 
ノード 0～n は観光資源、n+1～m は駅など 
o, d 出発ノード,到着ノード 
ui  ノード i の効用(i>m では 0) 
T  制限時間 
tij ノード i からノード j への移動所要時間 
 観光資源 i の見学所要時間（i>m では 0） 
aij ノード iから jへの移動あり:1 なし:0 

 

 

実際のシステムでは･･･ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

応用可能性についてのまとめ 
 

出発ノード，到着点ノード，観光資源の見学時間および任意のノード

間の移動時間を所与として，ある制限時間のもとで，観光資源

の価値の和が最大となるような観光資源の巡回路を求める 

問題の設定 
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※ここで用いた近似解法 

仮の制限時間を少しずつ増やしながら，各時点における最適解を徐々 に

改善していく手法で、グリーディーアルゴリズムの一種。シミュレーシ

ョンの結果、解の精度は十分であることが確かめられている。 

整数計画問題であるため、近似

解法を用いて解くようにした。 

15 分¥200 

出発ノード 

25 分¥200 

30 分¥400 

20 分¥300 

 到着ノード 

<上限 120 分>  

前頁の各観光資源の評価

値をもとに、関内駅から

石川町駅までの 240 分

ルートを作成したもの 

  
観光案内ツールとしての応用 観光分析ツールとしての応用 

-インターネット上での情報サービス 

個人の嗜好に合わせて観光資源を評価

し、観光モデルルートを作成する技術 

-観光情報の提供戦略への示唆 

-観光動線の整備計画への示唆 
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<資料編:システムの実行画面> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ユーザの
変更 

新規ユーザ 
の登録 

旅行条件
の設定 

観光資源
の案内 

結果の 
保存･印刷 

最適ルート 
の表示 

観光資源の
一覧表示 


